
65歳となる方
70歳となる方
75歳となる方
80歳となる方

85歳となる方
90歳となる方
95歳となる方

昭和32年４月２日生～昭和33年４月１日生
昭和27年４月２日生～昭和28年４月１日生
昭和22年４月２日生～昭和23年４月１日生
昭和17年４月２日生～昭和18年４月１日生

昭和12年４月２日生～昭和13年４月１日生
昭和  7年４月２日生～昭和  8年４月１日生
昭和  2年４月２日生～昭和  3年４月１日生
大正11年４月２日生～大正12年４月１日生

※ただし、過去に「23価肺炎球菌ワクチン」を接種したことがある方は除きます。令和4年度の定期予防接種対象者

なお66歳以上の方で、過去に「23価肺炎球菌ワクチン」接種の費用助成をうけたことがない方は、任意予防接種費用助成
制度があります。詳しくは健康生きがい課へお問い合わせください。

令和5年3月31日まで接種期限

予防接種法に基づく予防接種は接種できる期間（公費で接種ができる期間）が定められ
ています。母子健康手帳で接種履歴を確認し、お済みでない予防接種は期間内に接種を
受けてください。なお、接種時には住所地である大口町発行の予防接種予診票が必要です。

100歳となる方

令和5年3月31日まで

お済み
ですか

？
お子さんのお子さんの 予防接種予防接種

高齢者高齢者 肺炎球菌ワクチン予防接種肺炎球菌ワクチン予防接種

1 期…1歳から 2歳未満
2期…H28. 4 . 2 からH29. 4 . 1 生（年長児相当）

二種混合 ※ 1

日本脳炎 １期  ※ 2
9歳以上 13歳未満(小学4・5年生に通知済)

四種混合

7歳半未満

ヒブ
生後 2か月から 5歳未満

生後１歳未満

水痘 1歳から 3歳未満

※ 1

※ 2
MR２期・二種混合は、令和 5年 3月 31日までに接種してください。
日本脳炎：平成11年４月２日から平成19年４月１日生まれで１期、２期の接種が終了していない方は20歳未満まで接種でき
ます。

予防接種の種類 対象者（対象期間）回　数

麻しん風しん（ＭＲ） ※ 1

ＢＣＧ
Ｂ型肝炎

小児用肺炎球菌

１回
３回
４回
接種開始時期により異なる
（生後７か月までの開始で４回）

１期　１回
２期　１回
２回
１期　３回
２期　１回
１回

生後１歳未満

生後３か月から７歳半未満

11歳以上 13歳未満(小学６年生に通知済)

ヒトパピローマウイルス感染症(子宮頸がん ) ３回 小学６年生から高校１年生相当の女子
およびキャッチアップ接種対象者

出生24週０日後までロタウイルス感染症 ロタリックス　2回
ロタテック　3回 出生32週０日後まで

接種が き 期間

成人男性の風しん抗体検査・予防接種

令和 4年 4月に無料クーポン券を郵送しています。紛失された方は再発行できます。健康生きがい課に申請し
てください。（持ち物：運転免許証など本人確認できる書類）
（大口町ホームページより申請書をダウンロードし、郵送による申請も可能です。）

昭和 37年 4月 2日から昭和 54年 4月 1日生まれの男性の方で令和元年度から令和４年度に抗体検
査を受けていない方

対象者

実施期間　

日本脳炎 ２期  ※ 2

い方は 0歳未満
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申込みおよび問合せ　蘂94̶0051 保　健
センター
だより

保　健
センター
だより

今
月
の
健
康
俳
句　

今
月
の
健
康
川
柳　

天
守
閣
　
秋
満
月
を
　
背
景
に

若
者
に
　
負
け
な
い
気
骨
　
だ
け
は
持
ち

安
藤　

克
典

高
橋　

あ
や
子

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
大
口
俳
句
会
・
大
口
川
柳
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
こ
こ
ろ
」
の
健
康
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

94̶005194̶0051
（健康生きがい課）

保　健
センター
だより

保　健
センター
だより



　新型コロナウイルス感染症の流行で、不安やストレスを抱えがちです。今までよりもお酒を飲む時間が長く
なった、以前より飲む量が増えたということはありませんか？ 
アルコールの正しい知識をもち、上手に付き合いましょう。

純アルコール約 20ｇの目安量

缶チューハイの

純アルコール量

の目安

アルコール量の計算式

　「節度ある適度な飲酒」は純アルコールにして 1日約 20ｇ程度であるとされています。顔が赤くなりやすい
方は少なめに。女性は男性の半分が適量と言われています。

ビール 【5％】 日本酒【15％】 焼酎【25％】ワイン【14％】 】】

　空腹時に一気に飲んだりすると、アルコールの血中濃度が急速に上が
り、悪酔いしたり、場合によっては急性アルコール中毒を引き起こしま
す。そのため、食事と一緒にゆっくりと飲みましょう。

　週２日以上、連続して休肝日をとるのが理想的です。休肝日は、お酒以外の趣味などリフレッシュの時間に
しましょう。　　　　飲酒量や休肝日などを記録して飲み方を確認してみましょう。

お酒の量（ml）×[ アルコール度数（%）÷100]×0.8
例）ビール中びん 1本　500×[5÷100]×0.8=20

アルコール度数 1缶（350ml） １缶（500ml）
３％

５％

９％

8.4g

14g

25.2g

12g

20g

36g

アルコール適量の目安

口当たりのよいアルコール飲料には
ご注意を！

～アルコールとの付き合い方～

0.6合
110ml

1/4本
180ml

1合 
180ml

中瓶1本 
500ml

Point１ 休肝日をつくる

Point 2 目安を守りゆっくり楽しむ。適量を守ることが大事！

Point 3 　食事と一緒にゆっくりと

Point 4 　強いお酒は薄める
　肝臓や胃腸を守るためにも、ウイスキーや焼酎などアルコール度数の高いお酒は薄めます。
　　　　飲む前、飲んでいる間にアルコール以外の水分補給も忘れずに！

Point 5　寝酒や深酒はしない
　寝る２時間前までに切り上げて気分が良くなる程度の「ほろ酔い」でストップを。寝酒は、深い眠りを妨げ
るので避けましょう。

アルコールには利尿作用があり、喉が渇いたからとお酒を飲んでも水分
補給にはなりません。逆に脱水症状のリスク上昇の恐れがあります。

水割り
お湯割り
ソーダ割り

ロック
＋普通の水

ストレート

コツ

コツ
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94̶005194̶0051
（健康生きがい課）

保　健
センター
だより

保　健
センター
だより



日
時
お
よ
び
講
座
内
容

▼�

12
月
10
日
（
土
）　

子
ど
も
同
士
の
関
わ
り
「
乳
幼
児

期
の
人
間
関
係
に
よ
る
発
達
」（
教
育
・
心
理
学
部
教

授　

伊
藤
シ
ゲ
子
さ
ん
）

▼�

12
月
24
日
（
土
）　

親
に
な
る
こ
と
と
は
、
家
族
と
の

関
わ
り
「
親
性
の
発
達
と
家
族
機
能
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
」　
（
看
護
学
部
准
教
授　

大
橋
幸
美
さ
ん
）

▼�

1
月
22
日
（
日
）　

仕
事
と
の
関
わ
り
「
育
児
期
の
家

族
生
活
と
仕
事
生
活
―
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
―
」　

（
社
会
福
祉
学
部
教
授　

末
盛
慶
さ
ん
）

▼�

1
月
29
日
（
日
）　

地
域
と
の
関
わ
り
「
地
域
の
子
育

て
支
援
に
つ
い
て
」　
（
教
育
・
心
理
学
部
教
授　

渡
辺

顕
一
郎
さ
ん
）

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
正
午

対�

象　

妊
娠
期
の
カ
ッ
プ
ル
や
ご
家
族
、
子
育
て
や
講
座

内
容
に
興
味
の
あ
る
方

受
講
料　

無
料

定
員　

各
回
１
０
０
名
程
度

申�

込
み　

各
講
座
開
催
1
週
間
前
ま
で
、

申
込
は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら(

申
込
時

ア
ン
ケ
ー
ト
あ
り)

問�

合
せ
先　

健
康
生
き
が
い
課　

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階　

蘂
94
ー

０
０
５
１
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大口町地域包括支援センター便り
高齢者と障がい者の総合相談窓口高齢者と障がい者の総合相談窓口

　

令
和
３
年
３
月
に
、
企
業
や
自
治
体
な
ど
が
障

が
い
者
手
帳
所
持
者
を
雇
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
割
合
（
法
定
雇
用
率
）
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
障

が
い
の
あ
る
方
の
求
人
は
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
雇
用
契
約
を
結
ぶ
障
が
い
者
施
設
の

利
用
や
、
各
種
相
談
窓
口
も
整
備
さ
れ
、
障
が
い

の
あ
る
方
の
働
き
方
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

�　

今
回
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
各
種
相
談
窓

口
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
】

①
就
労
移
行
支
援
、
就
労
定
着
支
援

◎�

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
、
障
が
い
や
難

病
の
あ
る
方
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
、
役

場
窓
口
で
申
請
手
続
き
を
し
ま
す
。

◎�

事
業
所
の
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
組
み
、
適
性

に
合
っ
た
就
労
を
目
指
し
ま
す
。

◎�

就
職
後
に
職
場
定
着
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

②
就
労
継
続
支
援
【
Ａ
型
・
Ｂ
型
】

◎�

①
と
同
じ
く
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
、
役
場

窓
口
で
申
請
手
続
き
を
し
ま
す
。

◎�
Ａ
型
は
雇
用
契
約
を
結
び
最
低
賃
金
が
保
証
さ

れ
ま
す
。

◎�

Ｂ
型
は
雇
用
契
約
を
結
ば
な
い

た
め
体
調
と
折
り
合
い
を
つ
け

つ
つ
働
く
事
が
可
能
で
、
作
業

の
成
果
と
し
て
工
賃
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

【
各
種
相
談
窓
口
】

①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）

◎�

面
接
の
練
習
や
マ
ナ
ー
講
座
、
合
同
面
接
会
な

ど
障
が
い
に
精
通
し
た
指
導
官
が
サ
ポ
ー
ト

◎�

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
（
職
場
内
外
の
支
援
環
境
を
整

え
る
人
）
の
支
援
が
あ
り
ま
す
。

②
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

◎�

「
尾
張
北
部
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

よ
う
わ
」
が
窓
口
で
の
相
談
、
職
場
・
家
庭
訪

問
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
扶
桑
町
の
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
り
）。

◎�

就
業
面
で
は
、
職
場
実
習
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
や
他
の
支
援
機
関
と
の
間
を
つ
な

ぐ
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

◎�

生
活
面
で
は
、
生
活
リ
ズ
ム
や
健
康
管
理
に
関

す
る
助
言
の
ほ
か
、
住
居
・
年
金
な
ど
生
活
設

計
に
関
す
る
助
言
な
ど
も
お
こ
な
い
ま
す
。

③
大
口
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

大
口
町
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内
の

相
談
支
援
事
業
所
で
、
適
切
な
支
援
機
関
へ
つ
な

ぐ
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
町
内
で
積
極
的
に

採
用
を
進
め
て
い
る
企
業
や
、
こ
こ
で
は
紹
介
し

き
れ
な
か
っ
た
支
援
機
関
と
も
連

携
を
と
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
個
人
情
報
に
配
慮
し
相
談
で

き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問�

合
せ
先

　

大
口
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　

　
蘂
94
ー

２
２
２
７

　

お
お
ぐ
ち
福
祉
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

障
が
い
の
あ
る
方
の
働
き
方

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
（
ラ
イ
ブ
配
信
）
を
使
っ
た
日
本

福
祉
大
学
「
関
わ
り
か
ら
ひ
も
解
く　

シ
ン
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
（
両
親
）
学
級
」
の
ご
案
内


